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占領下西サハラからのリン鉱石輸送に関して（公開要請状）
拝啓
　貴社におかれましては、ますますご隆盛のことと存じ上げます。

　さて、欧州の西サハラ支援組織は、ノルウェーの海運会社R-Bulkの貨物船Radiance号が、占領下にある西サハラからコロンビア向けのリン鉱石を荷揚げした事実をつかんだため、先週金曜日に同社へ書簡を送付しました。同船は15,000トンのリン鉱石を積載して、本年4月11日にコロンビアのバランキーヤ港に停泊しました。同船はR-Bulk社により所有されていますが、2004年7月以来貴社によりチャーターされているとのことです。
私どもはまた、同船がコロンビア経由でベネズエラの一部国有企業にリン鉱石を配送したと信じるに足る理由をもっています。

私どもは、占領下にある西サハラとの天然資源の交易および搬送は、高度に非倫理的であり政治的に議論となるものであるという事実に、貴社の注意を向けたいと存じます。それはまた国際法を侵害するものでもあります。
ご存知のように、モロッコは西サハラにおける非合法な占領権力です。国際司法裁判所は1975年の「西サハラ勧告意見」において、モロッコは西サハラに対するいかなる合法的な領有権主張も持ち合わせないと確証しました。同意見はサハラウイ人民が、その天然資源に対する恒久主権を含む自決権を有すると断言しました。天然資源に対する恒久主権は国際法の慣習的原則であり、最近では国際司法裁判所により、「コンゴ領土における武装活動に関する事件（コンゴ民主共和国対ウガンダ）」に対する2005年の判決において確認されました。国連安全保障理事会および総会の多数の決議、また元国連法務担当事務次長ハンス・コレル氏による2002年1月29日付法的意見は、いずれもこの立場を確認しています（www.arso.org/Olaeng.pdf）。サハラウイがその自決権をいまだ行使できていないがゆえに、またサハラウイが正当に相談を受けていないがゆえに、西サハラから産出される天然資源のモロッコとの交易は、その資源に対するサハラウイの恒久主権の侵害であります。結果的に、現在の西サハラ資源略奪に関与する企業は、この国際法下の権利の侵害について将来の西サハラ政府に対する法的負債を負いうることを、貴社もまた認識すべきです。
　貴社がサハラウイとも、その国際的に承認された代表であるポリサリオ戦線とも、さらにアフリカ連合（AU）の加盟国であるサハラ・アラブ民主共和国とも相談しなかったことは明白です。ゆえにこのリン鉱石交易が国際法に従ったものであるというのは、大いに疑わしいことです。

　さらに、Radiance号による当該運送はノルウェー外務省からの勧告（http://www.regjeringen.no/nb/dep/ud/tema/norgesfremme-og-kultursamarbeid/Norges-omdomme/Bedrifters-samfunnsansvar/Vest-Sahara.html?id=480822）を侵害していることは明らかです。言うまでもなく、これは船主であるR-Bulk社を困難な状況に置くものであります。

　

　法的な問題に加えて、政治的および倫理的な含意が深刻な関心事です。これらの問題に関しては、ノルウェー財務省の精緻な意見およびプレスリリースをご覧ください(http://www.vest-sahara.no/files/pdf/kmg_analysis_norway_2005.pdf) (http://www.vest-sahara.no/files/pdf/kmg_divestment_norw_min_finance_release_05.pdf)。西サハラにおける石油の探査は、「モロッコの主権の主張を強化し、そのため国連の和平プロセスを蝕むことに寄与しうるがゆえに、基本的な倫理的規範のとくに深刻な侵害をなすものである」と同省は述べています。鉱物資源の採掘―およびその輸送―は同様の影響を持つものです。
　モロッコ占領下の地域にとどまるサハラウイ住民は、拷問、強制的失踪および恣意的拘留といった重大な人権侵害にさらされています。しかしながら最も重要なことに、彼らは自由・公正・透明な住民投票を通じて自決権を自由に行使することを許されないままです。この権利は1960年の第15回国連総会決議1514号（植民地独立付与宣言）を通じて確立されたものであり、以後100を超える国連決議によって支持されてきたものです。
　西サハラの占領は、西サハラの土地と天然資源の正当な所有者であるサハラウイ住民の数多の苦しみと権利剥奪に帰結してきました。およそ165,000人のサハラウイが1975年以来、荒涼たるアルジェリアの砂漠に位置する難民キャンプで苦難の生活を送っています。「ノルウェー教会支援」による2008年5月の報告書が記すところによれば、アルジェリアのサハラウイ難民キャンプに暮らす子供の19％が栄養失調に苦しんでいます。ちなみに、ダールフールの子供の栄養失調比率は16％なのです。
　さらに、モロッコによる西サハラ支配と搾取はまた、サハラウイの労働権と経済発展を損なうものです。フランスの組織「フランス・リベルテ―ダニエル・ミッテラン財団」の報告書によると、サハラウイは西サハラのリン鉱石産業から組織的に周縁化されてきました。モロッコがリン鉱床に対する支配権を奪取する以前の1968年には、リン鉱石産業の1,600人の労働者全員がサハラウイでした。今日、2,000人の労働者のうち1,800人が西サハラ領内に非合法に移住させられたモロッコ人入植者です。それゆえ国際法違反はさらに明白です。
　倫理的ディレンマもまた明らかです。リン鉱石1トンに400ドルの価値があると考えるならば、コロンビアに搬送された積荷の価値は600万ドルに相当します。ほぼ同額のリン鉱石がRadiance号によってベネズエラに荷揚げされたと信じるに足る理由があります。この資金はモロッコの占領体制に直接に流れるものなのです。
　R-Bulkのリン鉱石輸送は違法占領国モロッコに裨益するものであり、明らかに西サハラ領域に対する非合法なモロッコの占領に正統性を付与するものです。この種の支持はモロッコをして、占領への解決を見出すことに寄与しようとの意思を減退させ、遅延戦略と既存の状況から利益を得ようという試みへの誘惑を増すものです。それゆえ西サハラのリン鉱石交易は地域における新たな武力紛争、不安定化および苦しみの危険を増すものです。この高まる緊張は、西サハラにおける紛争を解決しようとする国連の困難な事業を積極的に蝕むものです。
　上記の事実に照らし、他の企業体は適切に対応しました。世界最大の肥料会社Yara社は倫理上の理由により、2005年に西サハラからノルウェーへの輸入を終結しました(http://www.dn.no/forsiden/naringsliv/article547859.ece)。Arnesen Shipbrokersが2007年に西サハラからの輸送を実行したことをノルウェー国営放送NRKが暴露した際、同社経営陣は二度とこれを行わない旨約束しました(http://www.nrk.no/nyheter/distrikt/sorlandet/1.3991898)。石油部門の企業においても同じ方法で対応する動きが起こっています。
　R-Bulk経営陣は金曜日にノルウェーのメディアに対し、Radiance号の輸送について謝罪し、「我々は同船をチャーターした海運会社に連絡した。したがって当該海運会社は将来再びこのような事態が起こることを防止するため最善を尽くすべきである」と述べました。

　私どもは貴社に対し、占領下西サハラからの輸送が今後回避されることを保障すべく実際的な措置を講じたことを確認する声明を発することによって、国際的合法性、人権、企業の社会的責任の基本的基準に忠実であることを示されるよう要求します。

　私どもは貴社に対し、Radiance号がベネズエラでリン鉱石を荷揚げしたか否か、荷揚げしているならば、何トンが実際に荷揚げされたのか、明らかにされるよう要請します。
　貴社がこの問題をさらに綿密に考究するために必要とされるさらなる情報を、私たちは喜んで提供する所存です。

　ご回答は日本サハラウイ協会の高林敏之（西サハラ問題研究室主宰）宛viva_saharawi_tt@hotmail.comにお送りください。

敬具

· なお、本公開要請状は上記「西サハラ問題研究室」ホームページおよび「西サハラ資源ウォッチ」ウェブサイトを通じて国内外に公開いたします。至急の対処を要請いたしたく取り急ぎメール送信しますが、追って書面を郵送いたします。
写し送付先：外務省、経済産業省、駐日ベネズエラ大使館、駐日コロンビア大使館、日本船主協会、Monomeros社（コロンビア）、Tripoliven社（ベネズエラ）、Pacific Basin社（英国）、R-Bulk
